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生体内分子の機能は大変複雑で、理論解析する前は全く

意味が分からないけれど、多視点的、かつ丁寧に解析する

ことで、構造と機能の間に驚くほど精緻な相関関係がある

ことが判ります。理論構築もぼんやりした所からスタート

して、時間をかけて一つ山を越して見通しが立つと、全く

違った数理構造との関連が導かれたりもします。こうやっ

て得られた理論的知見・方法を生体エネルギー変換や創薬

へ応用することで、社会に還元することを目指しています。

●タンパク質を基盤とした化学反応設計を目指しています

●中分子医薬品開発に資する計算手法の開発を行っています

●超並列計算機を用いた研究を展開させています
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●タンパク質の構造変化と生命機能の関係の解明

●生体内でのエネルギー・物質生産機構 ●中分子医薬品の膜透過と作用機序解明

生体エネルギー論、第一原理計算、分子動力学計算、インフォマティクス、中分子創薬
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